








ば、202 年 −9 月期の韓国の個人・文化・観光収入が、3,730 万ドルの黒字となり、前年同
期の 2 億 ,850 ドルの赤字から黒字転換した。音楽・映画・放送部門の音響サービス収支も、
同年第 3 四半期には ,670 万ドルの黒字になった。これには、全世界的な KPOP ブームと、
映画・ドラマ輸出の増大が寄与している。また、韓国内の映画館での韓国映画の観客動員数
が、同年  月 20 日に史上初めて、 億人を突破したという。つまりこれは、韓国民ひとりが
年に 2 回、自国映画をみたことになる 。202 年 0 月 4 日から開催されていた第 7 回釜山国
際映画祭も盛況のうちに閉幕し、『キネマ旬報』の同年 2 月下旬号は、いま日本の映画人が
いちばん行きたい映画祭」としてこれを紹介している。205 年に第 20 回を数えた同映画祭は
前年、ドキュメンタリー「セウォル号の真実」（筆者未見）上映をめぐり加えられた政治的圧
力を跳ねのけた実績をもとに、アジア映画の核としての地位をさらに固めたようだ。
観客動員数はその後も伸びつづけ、203 年末にはとうとう 2 億人を突破してしまった。ヒ
ット作に恵まれ、国民の映画回帰が観客急増に貢献したことが直接の原因とされている。こ
の年、韓国民ひとりあたりの映画鑑賞本数は 4.2 本であり、これは米国の 3.88 本、オースト
ラリアの 3.75 本、フランスの 3.44 本を抜いて世界一位だった。つまり韓国人は、世界一の映
画好きになったわけである 2。
日本国内に限っていえば、「冬のソナタ」によって点火された「韓流」ブームは衰えをみせ
ないばかりか、時代劇 TV ドラマに、KPOP にと、裾野をさらにひろげている。緊張する日
韓関係はどこふく風で、東京や大阪など主要都市のコリア・ショップでは、「韓流コスメティ
ックス」に若者が殺到している。原宿にきたのか、渋谷とまちがえたのかと、とまどうしか
ない。韓国映画好きの年配者が CD や DVD の旧作ものを探しにいっても、取扱店をみつける
のに苦労するありさまである 3。
DVD のレンタル・ショップを覗くと、韓流コーナーは連続 TV ドラマに圧倒されており、
国際政経論集（二松學舎大学）第 22 号，206 年３月






























関していえば、東京国立近代美術館フィルムセンター（National Film Center, The National 
Museum of Modern Art, Tokyo）での特集、「韓国映画 934−959：創造と開化」の開催












































































































































































































































































































































































































































れる。なおアレントは、ホブソン（J.A. Hobson）説を採用し、帝国主義の最盛期を 884 年か






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ようにいう。940 年 2 月  日を期して、「改姓名」として台湾人にも日本式の姓名を名乗る






930 年代のなかごろ、日本帝国は 2,200 万人の朝鮮人を支配するのに、52,000 名の文官を



















































の解放から 50 年目の 995 年に制作された」ものである。関釜連絡船の写真と、「やがて時が
来れば、どうしてこんな事があるのか、何のためにこんな苦しみがあるのか、みんな分かる





















































　『東洋経済日報』202 年  月 6 日号、および同  月 23 日号。
















4　朴裕河（Park Y.）［204］の叙述の一部が名誉棄損にあたるとされた。『毎日新聞』205 年  月 2 日社
説、および『読売新聞』2 月 3 日号。
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